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アンケート・環境団体意見交換会の意見反映の方向性 

1. アンケート結果の反映方針 

平成 31（2019）年度に、市民・事業者・子ども（児童・生徒）にアンケート調査を行い、市内の環境への満足度、環境行動や地球温暖化対策の取組状況等を伺うとともに、市へのさまざまな要望をいただきました。 

アンケート結果における主な意見は、現在検討中の環境の将来像及び基本目標において以下のように反映を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
基本目標５ 環境にやさしいライフスタイルを広げるまち 
基本目標１ 豊かな自然と人が共生するまち 
基本目標２ 地球温暖化対策に取り組み、気候変動に備えるまち 
基本目標３ 安全・安心を維持し、快適に住み続けられるまち 
基本目標４ ごみを減らし、資源の循環に取り組むまち 

環境の将来像 
（案） 良好な環境を未来につなぐ 持続可能なまち 〈アンケート結果〉 

・ 環境基本計画等の市の計画等に関する認知度が低い。 
・ 市民・事業者・子どもは緑への満足度が高い。 

〈反映方針：環境の将来像〉 
→白井市の特徴（緑への満足度の高さ等）を捉えた環境の将来像を設定することで、計画の認知度を高める必要がある。 
〈アンケート結果〉 
・ 市民・事業者・子どもは緑への満足度が高い（再掲）。 

・ 市民・事業者・子どもは生きものに関する満足度が高い。 

〈反映方針：基本目標①〉 

→豊かな自然環境と生物多様性を保全し、ふれあいの機会をつくることで、高い満足度を維持する必要がある。 

〈アンケート結果〉 
・ 市民・事業者の交通の利便性に関する満足度は低いが重要度は高い。 

・ 市民・事業者の「省エネ行動の定着」、「建物や設備の省エネ化や再生可能エネルギーの普及」の満足度・重要度が低

い。 

〈反映方針：基本目標②〉 

→市域で具体的な地球温暖化対策・気候変動適応策に取り組むことで、省エネ化や再生可能エネルギー普及の重要性の

理解を促進する必要がある。 

〈アンケート結果〉 
・ 市民・子ども共に、望ましい環境像は、公害のないまちへの回答が多い。 

・ 市民・事業者が自ら実施できる公害対策の実施率は高い。 

〈反映方針：基本目標③〉 

→適切な公害対策を今後も実施することで、公害がなく快適に住み続けられるまちを目指す必要がある。 

〈アンケート結果〉 
・ 市民・事業者が自ら実施できるごみ対策の実施率は高い。 

・ 市民・事業者が市に望む環境施策は、リサイクルシステムの整備・支援への回答が多い。 

〈反映方針：基本目標④〉 

→リサイクルの仕組み等を検討することで、ごみの減量を進めるとともに資源循環を促進する必要がある。 

〈アンケート結果〉 
・ 環境基本計画等の市の計画等に関する認知度が低い（再掲）。 
・ 市民・事業者の環境イベントへ参加していると回答した割合が低い。 
・ 環境問題をビジネスチャンスと捉えられる事業者は少ない。 

〈反映方針：基本目標⑤〉 
→市民・事業者に伝わりやすい情報発信を行い、環境に関する関心を高めるとともに、事業者が環境問題をビジネスと捉

える仕組み等を検討する必要がある。 
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2. 環境団体意見交換会における要望等の反映について 

平成 31（2019）年度～令和 2（2020）年度に、市内で積極的に活動を行っている複数の環境団体と意見交換を行い、現在の活動の状況や成果、課題等を伺うとともに、市へのさまざまな要望をいただきました。 

環境団体意見交換会における主な要望は、現在検討中の施策立案において以下のように反映を行っています。 

 

基本目標 施策の方向  意見交換会における要望 

基本目標 1 自然環境 

豊かな自然と人が共生するまち 

①里山環境の保全 

← 

 

 

 

 

 

・水源（市内にある湧水等）を守るために、雨水浸透対策をしてほしい。 

・農家と共同で食料に関するイベントなどの取組を行いたい。 

②生物多様性の保全 
 

 

 

 

③まちのみどりの保全・創出 
 

 

 

基本目標 2 地球環境 

地球温暖化対策に取り組み、気候変動に備えるまち 

①再生可能エネルギーの普及拡大   

②省エネルギーの促進   

③交通対策による低炭素化 

← 

 

 

・自転車専用道路の拡大・整備などの自転車で出かけやすいまちづくりを進めてほしい。 

④低炭素なまちづくりの推進   

⑤水素社会実現に向けた取組   

⑥気候変動に適応したまちづくりの推進   

基本目標 3 生活環境 

安全・安心を維持し、快適に住み続けられるまち 

①健康・快適な環境の保全   

②美しいまちづくりの推進 

← 

 

 

 

・不法投棄の回収を計画内でも取り上げてほしい。 

基本目標 4 廃棄物 

ごみを減らし、資源の循環に取り組むまち 

①ごみ減量と再資源化の促進   

②環境に配慮したごみ処理の促進   

基本目標 5 環境保全 

環境にやさしいライフスタイルを広げるまち 

①環境のひとづくり 

← 

 

 

 

・白井の環境の面から見た親子を対象とした魅力発見講座を開催してほしい。 

・環境調査員養成講座のような講座の再開を検討してほしい。 

②連携・協働の仕組みづくり 

← 

 

 

 

 

 

 

・団体の活動内容等について市民と合意を取るための協議会のような場所がほしい。 

・環境団体は多くあり活動も活発だが、個々での活動になっているため、他団体と情報交換などの交流をしたい。
市にはつなぎ役となってほしい。 

・農家と共同で食料に関するイベントなどの取組を行いたい。 

・昔から白井市にいる地元の方の知識を子どもたちに伝える機会をつくりたい。 

③環境ビジネスの推進   

    

その他（計画の進行管理体制等）  ← ・緑といっても多様な分野が関連するため、一元的に緑に関する事業を行う課があればよい。 

・都市計画課等と連携して、横断的に計画を進めてほしい。 
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